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Yamasaki R, Matsushita T, Fukazawa T, Yokoyama K, Fujihara K, Ogino M, Yokota T, Miyamoto 

K, Niino M, Nomura K, Tomioka R, Tanaka M, Kawachi I, Ohashi T, Kaida K, Matsui M, 
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神経難病在宅人工呼吸療法とチーム医療：現状と将来展望 

荻野美恵子 

神経内科 87(5);534-538:2017.11 

難しそうな疾患も状態像でとらえて、イメージをつかみ、神経難病を在宅で見てみよう！ 

荻野美恵子 
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Author：荻野 美恵子(北里大学医学部附属新世紀医療開発センター 横断的医療領域開発部門包括ケ
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Takahashi E, Suzuki M, 

Mizuno M, Hisahara S, 

Fukazawa T, Amino I, 

Nakano F, Nakamura 

M, Akimoto S, Minami 

N, Fujiki N, Doi S, 

Shimohama S, 

Terayama Y, Kikuchi S. 

Fingolimod induces 

BAFF and expands 

circulating transitional 

B cells without 

activating memory B 

cells and plasma cells 

in multiple sclerosis. 

Clin Immunol 187 95-101 2018 
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原著 

Niino M, Fukazawa T, 

Kira J, Okuno T, Mori 

M, Sanjo N, Ohashi T, 

Fukaura H, 

Fujimori J, Shimizu Y, 

Mifune N, Miyazaki Y, 

Takahashi E, Kikuchi 

S,Langdon D, Benedict 

R, Matsui M. 

Validation of the Brief 

International 

Cognitive Assessment 

for Multiple Sclerosis 

in Japan. 

Mult Scler J Exp 

Transl Clin 

3(4) 20552173

17748972. 

2017 

 

菊池仁志 

１．菊池仁志．在宅療養の現状はどのようになっていますか？ 運動ニューロン疾患（青木正志編．
中外医学社 p149－155,2017） 

２．菊池仁志． パーキンソン病の在宅ケアを支える介護サービス．Geriatric Medicine(老年医学) Vol 
54.No3 p235-238 , 2016年 

 

小林庸子 

書籍                                                                                       

著者氏名 論文タイトル名 書 籍 名 出版年 ページ 

〇小林庸子、村田美穂
鈴木一平、轟 大輔、
藍原由紀、近藤夕騎、
新明一星 

当院の PDに対するリハビリ
テーションプログラムの紹介
・早期運動の進め・連携のご
依頼 

「パーキンソン病の運
動療法」研修会 in NCNP
（第１回）記録集 

2018.3月  3-10 

〇小林庸子、中馬孝容
小森哲夫、西澤正豊 

拠点病院が行う神経難病リハ

ビリテーション研修会実施手

引き―連携を作る―  

拠点病院が行う神経難
病リハビリテーション
研修会実施手引き―連
携を作る―  

2017年 1-67 
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中馬孝容 

書籍                                                                                       

 著者氏名  論文タイトル名  書籍全体の 

 編集者名 

 書 籍 名 出版社名  出版地 出版年  ページ 

中馬孝容 Ⅱ章疾患編、5．パ

ーキンソン病 

上月正博、

正門由久、

吉永勝訓 

リハビリテーシ

ョンにおける評

価 Ver.3 

医歯薬出

版 

東京 2016年

4月 

pp227-232 

中馬孝容 第 9章神経筋疾患

の新しいリハビリ

テーション、１.パ

ーキンソン病のリ

ハビリテーション 

平澤泰介、

椿原彰夫、

才藤栄一、

水間正澄 

先端医療シリー

ズ４７ 臨床医

とコメディカル

のための最新リ

ハビリテーショ

ン 

先端医療

技術研究

所 

東京 2016年

9月 

pp136-140 

中馬孝容 第 5章中枢性疾患

のリハビリテーシ

ョン、1パーキンソ

ン病、2脊髄小脳変

性症、3筋萎縮性側

索硬化症、4多発性

硬化症 

真柄 彰、 

鴨下 博 

メディカルスタ

ッフ専門基礎科

目シリーズ 

リハビリテーシ

ョン医学 

理工図書 東京 2017年 

11月 

 Pp75-98 

 

雑誌 （総論）                                                                                       

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

中馬孝容 特集 パーキンソン病 日本臨牀社 75（1） 89-94  2017年 

中馬孝容 パーキンソン病のリハビリテーシ

ョン、パーキンソニズムの診断と

リハビリテーション（編集：林明

人） 

MB Med Reha 196 31-38  2016年 

中馬孝容 神経筋疾患のリハビリテーション

－up to date－ 

３ パーキンソン病に対するリハ

ビリテーション 

Jpn J Rehabil Med 53(7) 524-528  2016年 
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中馬孝容 特集 リハビリテーション医療に

おけるジェンダーの視点 

３ 神経筋疾患におけるジェンダ

ーの視点 

Jpn J Rehabil Med 54（5） 340－346 2017年 

中馬孝容 理学療法が関わる神経難病の病態

理解と公的制度下 

理学療法 34（8） 676－685 2017年 

 

中山優季 

書籍                                                                                       

 著者氏名  論文タイトル名  書籍全体の 

 編集者名 

 書 籍 名 出版社名  出版地 出版年  ページ 

中山優季 難病ケアスターテ 

ィングガイド 

河原仁志 

中山優季, 

難病ケアスタ 

ーティングガ 

イド 

医学書院 東京 2016 

 

全 236 

中山優季 難病看護の基礎と 

実践 

中山優季 難病看護の基 

礎と実践 

桐書房 東京 2016 全 256 

雑誌 

 発表者氏名   論文タイトル名  発表誌名   巻号  ページ   出版年 

関屋智子,中山優

季 
 難病看護師が語る、つ

ながる、そして一つの○

（まる）になる―つなが

る難病看護、病棟からの

発信を終えてー 

日本難病看護

学会誌 

 

21(2), 147-148  2016 

中山優季 難病看護が教えてくれ

た諦めない看護の醍醐

味 

日本在宅看護

学会誌 

5(2) : 2017 21-23、 2017 

 

西澤正豊 

指定班の刊行物： 
1) 難病の保健師研修テキスト（基礎編） 
2) 「難病対策地域協議会」を活用する難病保健活動の取組みと保健師の人材育成 
3) 難病相談支援マニュアル 
4) 難病相談記録マニュアル 
5) 相談支援のためのハンドブック 
6) 健康管理と職業生活の両立ワークブック難病編 
7) 難病介護支援マニュアル 
8) 難病患者等ホームヘルパー養成研修テキスト 
9) 難病医療提供体制に関する提言 
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10) 拠点病院が行う神経難病リハビリテーション研修会実施マニュアル 
11) 難病在宅医療マニュアル 
12) 神経難病患者レスパイトケアマニュアル 
13) 平成 29年度難病緩和ケア研修会テキスト 
14) 災害時難病患者個別支援計画を策定するための指針」改訂版 
15) 難病患者の災害対策～医療機関の方々へ～ 
 
指定難病に関する著書： 
1) 西澤正豊：難病の人を支えるための政策．隅田好美ほか編著「よくわかる地域包括ケア」 
ミネルヴァ書房、京都、2018、pp158-9． 
 
指定難病に関する原著論文： 
1) Konno T, Broderick DF, Mezaki N, Isami A, Kaneda D, Tashiro Y, Tokutake T, Keegan BM, 

Woodruff BK, Miura T, Nozaki H, Nishizawa M, Onodera O, Wszolek ZK, Ikeuchi T: Diagnostic 

value of brain calcifications in adult-onset leukoencephalopathy with axonal spheroids and 

pigmented glia. Am J Neuroradiol. 2017; 38: 77-83. PMID: 27633805. 

2) Konno T, Yoshida K, Mizuno T, Kawarai T, Tada M, Nozaki H, Ikeda S, Nishizawa M, Onodera 

O, Wszolek Z, Ikeuchi T: Clinical and genetic characterization of adult-onset 

leukoencephalopathy with axonal spheroids and pigmented glia associated with CSF1R 

mutation. Eur J Neurol. 2017; 24: 37-45. PMID: 27680516.  

3) Saito N, Ishihara T, Kasuga K, Nishida M, Ishiguro T, Nozaki H, Shimohata T, Onodera O, 

Nishizawa M: Case Report: A patient with spinocerebellar ataxia type 31 and sporadic 

Creutzfeldt-Jakob disease. Prion. 2018: [Epub ahead of print] PMID: 29411683. 
4) Saito R, Tada M, Toyoshima Y, Nishizawa M, Onodera O, Takahashi H, Kakita A: Loss of motor 

neurons innervating cervical muscles in patients with multiple system atrophy and dropped 
head. J Neuropathol Exp Neurol. 2018 [Epub ahead of print] PMID: 29420736 

 

原口道子 

書籍                                                                                       

 著者氏名  論文タイトル名  書籍全体の 

 編集者名 
 書 籍 名 出版社名  出版地 出版年  ページ 

原口道子 難病法の改正に基

づく療養生活への支

援 

川口有美子，

小長谷百絵,  

在宅人工呼吸

器ケア実践ガ

イド－ALS生

活支援のため

の技術・制度・

倫理 

医歯薬

出版 

東京 2016 

 

101-105 

原口道子 これからの難病対

策―難病法施行を

受けて 

中山優季 難病看護の基 

礎と実践 

桐書房 東京 2016 14-22 
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雑誌                                                                                

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

原口道子 ここがポイント！難病ケア

における制度活用 

訪問看護と介護 21（9） 714－720 2016 

原口道子 難病のケアマネジメントに

関する研修ニーズの検討 

日本難病看護学会誌 22(1) 52 2017 

原口道子 難病看護師の交流 －専門

性のシナジー効果・専門性の

創出－ 

日本難病看護学会誌 

 

22(2)  2017 

 

溝口功一 

著者氏名 書籍全体の 

編集者名 
書 籍 名 出版地 出版年 

西澤正豊ほか 溝口功一 災害時難病患者個別支援計画を策

定するための指針（改訂版） 

東京 2017年 9月 

西澤正豊ほか 溝口功一 難病患者の災害対策に関する指針

〜医療機関の方々へ～ 

東京 2018年 3月 

 

宮地隆史 

書籍                                                                                       

著者氏名 論文タイトル名 書籍全体の 

編集者名 

書 籍 名 出版社名 出版地 出版年 ページ 

宮地隆史 呼吸管理，緩和ケア

3．TIV 導入の際に

どのような説明を

するのが適切です

か？ 

鈴木則宏（

監）・青木正

志（編） 

神経内科

Clinical 

Questions & 

Pearls 運動ニ

ューロン疾患 

中外医学社 東京 2017 279-285 

雑誌 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

宮地 隆史 難病法施行後の“地域”での現状

と課題―保健所，難病相談支援

センターへのアンケート結果よ

りー 

医療 71 16-21 2017 
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和田千鶴 

・人工呼吸器装着など医療依存度の高い難病患者の災害対策について：行政の方々へ 

・災害時難病患者支援計画を策定するための指針（改訂版） 

・難病患者の災害対策に関する指針〜医療機関の方々へ～ 
 


